
来
鉢
村
の
あ
れ
こ
れ

佐
藤
末
喜

○
二
）
の
豊
後
国
阿
南
庄
松
富
名
号
狭
間
村
半
分
新
田
畠
実
検
事
に
．
来
鉢

井
窪
分
」
と
あ
る
の
が
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
（
大
友
文
書
／
県
資
料
二
六
）

こ
の
文
書
は
中
世
荘
園
村
落
を
研
究
す
る
上
で
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重

な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
松
富
名
は
別
名
を
狭
間
村
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
範
囲
は
挟
間
町
全
域
と
庄
内
町
大
龍
地
区
に
及
ぶ
広

大
な
地
域
で
あ
り
、
狭
間
氏
が
小
地
頭
と
し
て
支
配
し
て
い
る
名
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
大
友
三
代
頼
泰
が
幕
府
に
提

出
し
た
弘
安
図
田
帳
に
よ
れ
ば
、
「
阿
南
荘
八
十
町
、
領
家
室
大
納
言
、
地
頭

守
護
所
並
狭
間
尼
公
生
蓮
孫
忠
用
鬼
丸
伝
領
、
今
又
四
郎
直
親
、
松
富
名
三
十

五
町
、
地
頭
職
狭
間
尼
公
生
蓮
跡
同
前
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
平
易
に
解
釈
す
れ

ば
、
阿
南
荘
八
十
町
の
領
家
は
西
園
寺
公
経
で
惣
地
頭
職
は
大
友
頼
泰
と
狭
間

直
親
が
折
半
、
松
富
名
三
十
五
町
の
小
地
頭
職
は
狭
間
直
親
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
狭
間
直
親
は
狭
間
初
代
直
重
（
大
友
親
秀
の
四
男
）
の
孫
で
あ
る
。

こ
の
松
富
名
が
乾
元
二
年
に
中
分
さ
れ
て
北
方
が
大
友
惣
領
家
、
南
方
が
狭
間

直
親
に
区
分
さ
れ
た
。
狭
間
直
親
は
松
富
名
の
半
分
を
大
友
惣
領
家
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
来
鉢
井
窪
分
は
北
方
に
属
し
大
友
惣
領
家
の

所
帯
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
実
検
帳
に
出
て
い
る
坪
名
の
中
で
、
「
ふ
ち
た
」

は
現
在
で
も
目
の
小
迫
地
区
に
「
藤
田
」
と
い
う
小
字
が
残
っ
て
お
り
、
「
お

と
し
」
も
同
様
に
小
字
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
「
な
へ
」
は
西
辺
（
に
し
な
く
）

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
井
窪
」
で
あ
る
が
現
在
迫
田
溜
池
の
あ

る
近
く
に
「
い
く
ぽ
」
と
い
う
名
称
が
残
っ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
の
「
大
分

＊
来
鉢
井
窪

来
鉢
の
地
名
が
歴
史
上
は
じ
め
て
出
て
く
る
の
は
，
乾
元
二
年
五
月
（
一
三

6８

江
戸
時
代
初
期
の
府
内
藩
主
・
竹
中
重
利
は
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
に

検
地
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
郷
村
支
配
組
織
を
定
め
、
町
組
・
里
郷
・
中

郷
・
奥
郷
の
い
わ
ゆ
る
一
町
三
郷
制
を
敷
き
、
郷
の
下
に
数
ヶ
村
か
ら
十
数
ヶ

村
で
構
成
す
る
組
を
置
い
た
。
中
郷
は
来
鉢
組
、
内
成
組
、
下
市
組
の
三
組
制

と
な
り
、
来
鉢
組
大
庄
屋
加
藤
氏
が
田
浦
村
・
白
木
村
・
大
山
村
・
志
手
村
・

椎
迫
村
・
金
谷
迫
村
・
由
原
村
・
来
鉢
村
・
黒
野
村
・
古
原
村
・
三
船
村
・
東

院
村
の
十
二
ヶ
村
の
村
政
を
支
配
し
た
。
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
旧
阿
南
荘
と

笠
和
郷
と
の
入
組
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
大
分
市
域
や
旧
由
布
川
村
に
及
ぶ

広
大
な
地
域
を
任
せ
ら
れ
た
大
庄
屋
の
居
住
地
と
し
て
、
江
戸
時
代
を
通
じ
来

鉢
は
非
常
に
重
要
な
村
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
内
成
村
・
田
代
村
・
来

鉢
村
・
七
蔵
司
村
・
高
崎
村
・
宮
苑
村
の
六
村
が
合
併
し
て
石
城
川
村
が
誕
生

し
た
が
、
村
役
場
や
郵
便
局
、
駐
在
所
、
尋
常
高
等
小
学
校
等
は
来
鉢
に
置
か

れ
村
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
時
代
は
移
っ
て
昭
和
の
大
合
併
で
挟
間
町
に
な
っ

た
際
、
石
城
川
村
の
う
ち
高
崎
の
机
帳
原
地
区
が
大
分
市
に
内
成
は
別
府
市
に
、

宮
苑
は
大
分
町
に
と
文
字
通
り
四
分
五
裂
と
な
り
、
か
つ
て
の
中
心
地
と
し
て

の
存
在
感
が
大
き
く
薄
れ
た
。
さ
ら
に
平
成
に
由
布
市
が
誕
生
す
る
に
及
ん
で

は
市
の
中
心
部
か
ら
は
ま
さ
に
辺
境
に
属
す
る
地
域
性
も
あ
っ
て
、
政
治
的
・

文
化
的
・
社
会
的
に
も
か
つ
て
の
栄
光
は
遠
く
霞
ん
で
し
ま
っ
た
。



‐
１
１

鰯
町
村
字
小
名
取
調
書
」
に
、
中
苑
（
竹
ノ
上
・
猪
ノ
久
保
）
と
あ
る
。
「
井

窪
」
は
「
猪
ノ
久
保
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

謬
＃

6９

い．



阿
南
荘

7０

た
の
ひ
ら
一
所
小
一
斗
代
む
く
ら
犬
二
郎

三
斗
此
釧
代
五
郎

ぁ
か
ふ
ち
一
所
小

お
と
し
一
所
二
段
一
斗
六
舛
代
蒲
五
郎

同

一
所
大
一
斗
五
舛
代
自
分

同
弼
五
郎

一
所
三
百
歩
同

な
へ
む
く
ら
二
郎

一
所
一
段
舟
歩
同

同
し
り
一
所
百
歩
同
自
分

き
た
か
わ
一
所
大
一
斗
代
ミ
や
藤
二
郎

く
ち
ら
一
所
小
同
五
郎

ミ
や
抄
ら
一
所
大
同
自
分

同
尺
迦
太
郎

一
所
廿
歩
同

く
ゑ
ふ
ち
一
所
六
十
歩
同
同
人

う
り
う
畠
一
所
一
段
同
と
く
ほ
う
し
太
郎

巳
上
一
町
六
段
半
舟
歩

（
済
物
）

せ
い
も
つ
あ
い
六
わ
あ
か
ね
一
こ
ん
お
四
そ
く

こ
く
阿
南
庄
松
富
名
半
分
新
田
畠
責
検
帳
案

○
大
友
文
書

大
分
県
史
料
二
六

注
進豊

後
園
阿
南
庄
松
冨
名
癖
狭
間
半
分
新
田
畠
寅
検
事
、

合

一
来
鉢
井
窪
分

田
代

く
ち
ら
一
所
三
百
歩
一
斗
五
舛
代
五
郎

同
し
り
一
所
六
十
歩
同
尺
迦
太
郎

お
き
ミ
や
と
う
二
郎

一
所
三
百
舟
歩
同

同
し
り
一
所
小
同
五
郎

く
わ
ハ
ら
一
所
大
器
歩
同
む
く
ら
犬
二
郎

轄
詫
唾
却
一
所
一
段
同
尺
迦
太
郎

ふ
ち
た
一
所
大
一
一
斗
代
禰
五
郎

同
と
く
ほ
う
し
太
郎

一
所
一
段
半
同

同
自
分

一
所
二
段
同



＊
金
光
寺
文
書

来
鉢
に
あ
る
金
光
寺
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
建
立
さ
れ
た
存
重
寺

が
明
治
二
十
八
年
に
寺
号
改
称
し
た
寺
名
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
版
の
豊
後

国
大
分
郡
神
社
明
細
牒
に
よ
れ
ば
、
「
本
願
寺
末
真
宗
大
谷
派
本
尊
阿
弥

陀
仏
由
緒
～
当
寺
開
基
浄
専
ハ
元
当
村
平
民
阿
部
重
右
エ
門
ナ
ル
者
剃
髪
シ

テ
本
山
二
詣
テ
釈
浄
専
ト
法
名
ヲ
授
リ
慶
安
二
巳
丑
年
四
月
十
四
日
宣
如
法
主

ヨ
リ
本
尊
並
二
寺
号
ヲ
賜
り
一
寺
ヲ
建
立
ス
」
と
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は

寺
が
保
管
し
て
き
た
古
文
書
の
一
つ
で
あ
る
。

口
語
訳

「
先
年
、
婚
礼
し
て
離
檀
し
た
人
の
後
の
始
末
に
つ
い
て
各
寺
院
で
申
し
合

わ
せ
を
し
捺
印
し
た
上
は
、
ど
こ
か
ら
縁
談
が
あ
ろ
う
と
も
婚
礼
が
済
め
ば
そ

の
婚
家
先
の
檀
那
寺
よ
り
葬
式
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
万
一
結
婚
し
て
も
離
檀

せ
ず
に
外
の
お
寺
で
葬
式
を
す
る
こ
と
は
、
先
の
相
談
後
は
決
し
て
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
心
得
て
い
る
。
家
の
者
本
人
は
勿
論
檀
那
寺
よ
り
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
か
れ
こ
れ
異
議
を
言
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
親
里
へ
差
し
戻
す
よ
う

に
か
ね
て
よ
り
檀
家
一
同
に
申
し
聞
か
せ
て
あ
る
。
各
寺
院
に
お
か
れ
て
は
こ

の
約
定
に
異
議
が
な
け
れ
ば
印
鑑
を
押
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
た
び
少
々
趣

意
違
い
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
決
め
で
よ
ろ
し
い

か
を
お
尋
ね
し
た
い
。
各
寺
院
で
相
談
し
た
取
り
決
め
で
よ
ろ
し
い
の
な
ら
こ

の
廻
文
に
印
鑑
を
押
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
ず
は
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
御
了

承
頂
き
た
く
書
面
に
認
め
た
次
第
で
あ
る
。
」

葬
式
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
近
隣
の
お
寺
が
約
定
を
交
わ
し
て
確
認
し
あ
う

と
い
う
珍
し
い
文
書
で
あ
る
。
存
重
寺
が
出
状
元
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
不
明

で
あ
る
が
、
浄
土
真
宗
は
も
と
も
と
葬
儀
の
指
示
に
つ
い
て
細
か
く
指
示
を
与

え
て
い
る
寺
院
が
あ
る
が
そ
う
し
た
伝
統
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
日
本
思
想
体
系
ｌ
蓮
如
」
の
中
に
、
「
親
が
他
の
宗
派
で
死
ん
だ
場
合
、
子

供
は
門
徒
で
あ
り
な
が
ら
、
天
台
、
真
言
な
ど
他
宗
派
で
弔
う
こ
と
は
、
当
宗

派
で
は
大
変
に
嫌
っ
て
い
る
。
た
と
え
他
宗
で
死
ん
だ
と
し
て
も
、
の
ち
に
救

誓
岸
寺
龍
祥
寺
極
楽
寺
即
願
寺
敬
信
寺
蓮
台
寺
法
泉
寺
徳
台

寺
西
岸
寺
西
光
寺
惟
福
寺
龍
雲
寺

7１

覚

一
先
年
婚
礼
離
檀
申
談
各
様
御
印
形
相
済
候
上
者
何
方
よ
り
縁
談
御
座
候

而
も
婚
礼
相
済
候
上
者
其
檀
那
寺
よ
り
葬
式
可
致
心
得
に
御
座
候

万
一
離
檀
不
致
否
と
申
他
寺
を
引
請
葬
式
以
多
し
候
義
者
御
相
談
後
ハ
決
而

相
不
成
義
と
相
心
得
居
申
候

且
家
之
者
本
人
者
勿
論
外
檀
那
寺
よ
り
彼
是
故
障
申
義
御
座
候
ハ
親
里
江
指
返

候
様
兼
而
檀
中
へ
申
聞
置
候

各
様
方
右
御
約
定
通
之
思
召
に
御
座
候
ハ
ハ
御
印
形
成
被
下
度
此
度
少
々
趣

意
違
御
座
候
二
付
改
而
是
迄
之
思
召
御
尋
申
上
候
各
様
御
相
談
之
思
召
相

違
無
御
座
候
ハ
ハ
此
廻
文
二
御
印
形
可
被
下
候

先
者
右
之
段
得
貴
意
度
早
々
如
此
御
座
候

天
保
十
二
丑
年
（
一
八
四
一
）
来
鉢
村

九
月

存
重
寺

（
註
・
宛
先
の
寺
名
は
十
二
寺
）



上
棟
奉
造
立
萩
八
幡
御
社

一
子
願
主
状
次
組
頭
馬
○

天
保
拾
巳
亥
年

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
」
の
一
節
が
あ
る
。
葬
儀
の
仕
方
に
つ
い
て
真
宗
は
厳

し
い
教
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
金
光
寺
の
山
号
は
蛙
原
山
と
い
う
。
来
鉢
と
い
う
地
名
の
前
に
は
、

こ
の
地
は
「
蛙
が
原
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
名
残
が
蛙
原
山
金
光
‘
寺
の
山

号
と
し
て
今
日
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

の
に
、
「
荻
」
「
萩
」
が
混
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
萩
八

幡
宮
が
建
立
さ
れ
た
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
天
災
・
飢
鰹
へ
の
祈
り

で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
は
天
災
が
多
く
農
村
は
常
に
飢
謹
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

享
保
、
天
明
、
天
保
を
三
大
飢
霞
と
い
う
が
、
と
く
に
天
明
七
年
の
凶
作
は
最

も
大
き
な
被
害
を
郷
土
・
中
郷
の
各
村
に
与
え
、
作
柄
は
平
年
の
半
分
に
も
満

た
な
い
惨
状
で
あ
っ
た
。
食
料
に
不
足
す
る
農
民
が
藩
に
飢
飯
料
の
拝
借
を
願

い
出
て
い
る
が
、
天
保
七
年
十
一
月
の
飢
飯
料
拝
借
数
を
み
る
と
、
来
鉢
村

七
十
五
人
、
三
船
村
二
十
三
人
、
黒
野
村
五
人
（
大
分
市
史
に
よ
る
）
と
あ
り
、

来
鉢
村
が
突
出
し
て
い
る
。

加
藤
氏
の
ご
先
祖
は
村
役
・
組
頭
と
し
て
、
天
災
に
よ
る
飢
鯉
の
惨
状
に
思

い
を
致
し
、
こ
の
飢
霞
を
免
れ
る
た
め
に
「
八
幡
宮
」
を
建
立
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

＊
萩
八
幡
宮

オ
ギ
ノ
オ
集
落
の
加
藤
責
朗
さ
ん
宅
の
敷
地
う
ち
に
「
萩
八
幡
宮
」
と
い
う

小
洞
が
あ
る
。
天
保
拾
巳
亥
年
（
一
八
三
九
）
の
創
立
で
あ
る
。
こ
の
「
萩
八

幡
宮
」
が
建
て
ら
れ
た
い
き
さ
つ
を
あ
れ
こ
れ
詮
索
し
て
み
る
。
ま
ず
「
萩
八

幡
宮
」
の
「
萩
」
は
何
を
さ
す
の
か
。
お
そ
ら
く
地
名
に
か
か
わ
り
が
あ
ろ
う
。

府
内
藩
時
代
の
豊
府
略
記
に
よ
る
と
当
時
の
来
鉢
の
地
名
と
し
て
「
古
園
、
無

田
、
竹
の
中
、
一
ノ
原
、
板
屋
平
、
袋
、
鬼
塚
、
杉
ノ
木
、
辻
、
法
師
園
、
小

影
木
、
中
園
、
竹
ノ
上
、
目
ノ
子
迫
、
荻
ノ
尾
、
な
ら
山
、
く
ぬ
ぎ
山
、
綿
田
、

芦
松
、
影
ノ
木
、
下
来
鉢
、
平
石
、
底
津
留
、
西
鍋
、
久
保
津
留
、
丸
田
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
の
「
大
分
嬬
各
町
村
小
名
取
調
書
」
に
は
、

「
西
辺
、
中
苑
（
竹
ノ
上
・
猪
ノ
久
保
）
、
鉢
ノ
久
保
、
辻
（
市
ノ
原
）
、
無
田

（
竹
ノ
内
）
、
目
ノ
子
迫
（
藤
田
）
、
袋
、
萩
尾
（
平
原
・
稲
山
）
、
芦
松
（
矢

祇
）
、
影
ノ
木
、
下
来
鉢
（
古
苑
・
上
屋
敷
・
今
在
木
）
、
丸
田
」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
。
オ
ギ
ノ
オ
の
表
示
が
「
荻
」
と
「
萩
」
と
一
一
通
り
に
書
か
れ
て
い
る
。

広
辞
林
を
引
い
て
み
る
と
、
「
荻
～
イ
ネ
科
の
多
年
草
。
水
辺
に
自
生
す
る
。
」

「
萩
～
マ
メ
科
の
多
年
草
。
山
野
に
自
生
し
、
ま
た
庭
園
に
栽
培
さ
れ
る
。
」

と
あ
り
全
く
別
種
の
多
年
草
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
「
オ
ギ
ノ
オ
」
を
表
示
す
る

天萩
八
幡
宮

下
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